
「いきいき健康あいらんど」制作業務
においてのイメージ



「いきいき健康あいらんど」は、
・平成29年度大幅なリニューアルを実行

1. ターゲット層の変更

メインターゲットを「働き盛り世代」から「若者世代」へシフト

2. デザインの一新

従来のローカル誌的、牧歌的なイメージからの脱却を目指した。

3. アプローチ手法の転換

健康情報を詰め込むのではなく、“健康に繋がる行動”への興味を

誘起することを目指した。



いきいき健康あいらんど39号

特集テーマ：アルコールと肝臓

いきいき健康あいらんど46号

特集テーマ：アルコール

表紙デザインの比較



いきいき健康あいらんど39号

特集テーマ：アルコールと肝臓

いきいき健康あいらんど46号

特集テーマ：アルコール

特集ページの比較



平成28年度以前の健康あいらんど 平成29年度の健康あいらんど

ターゲット 全県民（特に働き盛り世代）
全県民が対象であるが、特に健康づくりに関心が
薄い若年層をメインターゲットに設定。

デザイン
シンプルで牧歌的なユニークさがある。
温かみや良い意味でのローカル感があり親し
みやすい。

よりデザイン性を重視。
洗練されたイメージを目指した。

テーマ
健康おきなわ21計画を踏まえ、準じたテーマを

選択。

健康おきなわ21計画などを踏まえ、沖縄県の実情
に即したテーマを設定するが、“腸内環境”のように、
読者のニーズが高いと考えられる旬の話題も取り
上げた。

内容 「健康情報の提供」という性格が強い。
健康情報の提供という要素は残しつつ、無関心層
に“健康づくり”に興味を持たせる、考えるきっかけ
をつくるということに、より重点を置いた内容とした。



平成29年度の健康あいらんど 平成30年度（本年度）において

ターゲット
全県民が対象であるが、特に健康づくりに関心が薄い
若年層をメインターゲットに設定。

引き続き、20代～30代の若者世代をメインターゲットと
する。

デザイン
よりデザイン性を重視。
洗練されたイメージを目指した。

よりスタイリッシュなデザインを目指すと共に、視線の
誘導や読みやすさを意識したレイアウトとすること。

※読者に“読んでもらう”という目的を達する為 、目を
引き手に取ってもらえるデザイン性の高さと、可読性や
視認性といった要素の両立が求められる。

テーマ
健康おきなわ21計画などを踏まえ、沖縄県の実情に即
したテーマを設定するが、“腸内環境”のように、読者
のニーズが高いと考えられる旬の話題も取り上げた。

平成29年度と同様、健康おきなわ21計画の内容を踏
まえつつも、より柔軟なテーマ設定を行う。

内容
健康情報の提供という要素は残しつつ、無関心層に
“健康づくり”に興味を持たせる、考えるきっかけをつく
るということに、より重点を置いた内容とした。

平成29年度の方針を踏襲しつつ、より実践的、実用的
な内容に発展させていく。

本年度においては、平成29年度の方針を概ね踏襲しつつ、デザイン、
内容共に更なるクオリティの向上を目指すものとする。


